
， ，." r ¥r 

カ
ン

人
を
封
外
の
出
身
に
待
つ
こ
と
金
〈
絶
え
る
に
来
っ

た。公一
〉
税
朱
則
市
の
澗
越

l
蹴
っ
て
鰹
摂
に
闘
す
る
沿
革

ゃ
.
見
る
と
、
前
閃
利
家
の
頃
、
.
古
川
師
に
藤
原
惚
協
が

あ
っ
て
税
朱
そ
砲
越
し
た
が
、
門
人
中
か
ら
格
の
松

永
月
三
・
江
戸
の
林
緑
山
を
出
す
に
及
び
、
そ
の
泉

昭
々
と
し
て
旭
日
の
天
に
沖
す
る
如
き
糊
や
・
呈
L

た
0

.
耐
し
て
覚
永
中
国
三
の
加
賀
滞
に
仕
へ
る
や
、

金
城
の
地
将
に
滋
壊
や
・
迎
へ
ん
と
す
る
機
辿
に
向
か

う
た
。
慨
に
し
て
庖
三
の
子
永
三
嶋
せ
ら
れ
て
加
賀

に
下
り
、
家
肌
引
を
織
紹
し
て
聾
郎
甘
や
・
隠
さ
ず
。
昌
一
一
一

の
門
下
か
ら
出
た
木
下
問
庵
も
博
覧
強
記
で
、
能
〈

朱
註
そ
設
奉
し
、
後
治
世
誘
披
し
て
倦
ま
な
か
っ

た
。
抱
文
十
二
年
前
川
綱
紀
は
室
直
請
に
命
じ
、
順
路

に
就
き
て
敬
宇
一
受
け
し
め
た
。
常
時
明
儒
朱
深
水
来

っ
て
水
戸
侯
に
容
と
な
っ
た
が
、
綱
紀
は
亦
寛
文
八

年
五
十
川
削
仰
に
読
売
給
し
て
、
孫
水
に
従
ひ
恩
ば

し
め
、
後
探
ん
で
L
滞
の
儒
艮
に
任
じ
、
大
夫
奥
村

山
穂
、
そ
の
子
惑
郷
も
亦
同
じ
〈
鈍
そ
搾
水
に
執
っ

た
。
是
に
於
い
て
税
朱
の
感
東
西
よ
り
輪
入
せ
ら
れ

た
が
、
之
・
そ
愈
信
す
る
者
は
猫
少
搬
の
士
に
の
み
限

.
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
突
和
中
羽
黒
成
貨
の
来
っ
て

金
械
に
向
す
る
に
及
び
、
最
も
穂
朱
の
接
点
ゲ
・
組
越
す

る
こ
と
深
〈
、
孜
々
と
し
て
教
授
に
笥
カ
し
た
か
ら
、

執
政
村
井
親
長
先
づ
従
堕
し
て
衣
食
の
資
受
給
し
、

一
奥
村
傭
巡
・
山
根
底
服
・
背
地
輝
氏
・
背
地
穂
幹
等
皆

一
之
に
邸
縛
し
た
。
議
し
加
賀
務
に
儒
感
の
蛾
な
る
は

一
成
費
脅
以
て
初
め
と
す
る
と
一
一
一
回
は
れ
る
。
向
に
し
て

一
室
直
前
の
皐
成
り
、
点
亭
元
年
譜
の
儒
員
に
列
し
、

一
一
そ
の
金
持
に
在
る
こ
と
元
旅
七
年
以
後
十
五
年
間
に

及
ん
.
た
。
直
清
亦
程
来
の
皐
を
寧
信
L
・
日
に
護
L

F髭
霊
長
若
手
る
師
、
密
〈
棋
婚
を
図
書
六
番
に
立
て
、

門
下
の
七
才
の
如
き
、
そ
の
附
そ
鍛
仰
す
る
こ
と
一
宇
一
に
母
げ
ら
れ
る
に
及
ん
で
朱
子
に
隠
し
た
。
さ
れ
ば
明
六
年
中
午

E
用
十
況
日
院
中
.
能
化
智
臨
め
時
炎
上

ら
ざ
る
な
〈
、
直
請
が
他
目
安
聞
に
郎
じ
て
宅
ι一
し
一
泌
永
巾
術
的
上
川
緋
は
、
お
ら
朱
子
尽
の
純
一
附
を
出
し
た
。

た
後
に
於
い
て
も
、
一
人
の
之
に
背
〈
も
の
な
く
、
一
ざ
る
に
拘
ら
ず
、

m
mの
裂
は
理
奇
知
る
に
在
る
の
カ
ン
ガ
タ
デ
ン
勧
畢
田
本
朝
文
称
に
載
せ
す

俄
炎
の
煽
す
る
腕
一
滞
翁
然
と
し
て
風
や
・
成
し
た
。
一
み
。
一
た
び
現
役
知
ら
ば
持
に
待
つ
の
裂
な
〈
、
郵
る
延
碍
十
四
年
=
藷
清
行
の
怠
見
封
事
に
、
『
伏
弘
一
一

元
旅
九
年
に
来
た
伊
限
尚
氏
も
、
松
永
月
一
一
一
の
門
に
一
な
ろ
も
の
は
恥
党
白
人
の
制
約
た
ろ
に
過
ぎ
ず
と
悶
古
抱
一
朝
一
家
之
ホ
昂
大
泉
一
也
o
始
a
大
賀
年
中
二
}
亡
、
。
一

間
た
の
だ
か
ら
附
よ
り
原
被
脅
同
じ
〈
し
た
。
一
般
し
た
伐
に
、
約
J
W
拠
端
た
ろ
如
〈
攻
峡
さ
れ
、
途
兆
後
代
々
下
v

勅
。
給
-
一
罪
人
伴
家
持
越
前
同
加
川
口
問
一

会
一
)
間
関
製

l
か
〈
純
朱
mmは
頗
る
除
椛
で
あ
っ
た
・
に
そ
の
授
梁
と
法
波
と
そ
禁
止
せ
ら
れ
た
こ
と
す
ら
沌
官
凶
一
一
白
俄
町
山
城
凶
久
悦
都
公
間
川
町
除
町
一
川
内
一

が
、
そ
の
附
亦
拠
説
青
山
附
へ
る
士
も
あ
っ
た
。
一
川
誠
一
あ
り
‘
朱
川
市
m
守
の
弊
は
人
材
の
訳
出
荷
妨
げ
た
こ
同
茨
川
能
川
南
部
旧
来
十
流
町
刊
以
子
生
徒
食
料
二

の
均
衆
仕
し
た
中
島
保
紛
の
、
附
矯
門
よ

b
mで
L

一
-pe--少
か
ら
ず
、
そ
の
ま
L
滞
米
に
煎
っ
た
。
脱
臼
自
助
県
側
-
云
々
。
耐
年
代
禰
久
o
事
皆
畷
治
一
u

一

そ
の

m-奇
骨
格
侯
し
、
神
い
で
梁
抑
制
か
ら
来
た
円
川
容
一
カ
ン
ガ
タ
漢
皐
ハ
大
山
中
一
寺
務
〉
支
務
大
山
市
寺
の
-
承
和
年
中
作
詩
男
訴
=
家
持
無
官
銭
。
返
-
一
斡
加
洲
口
郎
一

が
、
伊
藤
仁
粛
に

mmん
で
両
県
脅
昭
へ
た
如
き
は
印
一
儒
mmは
、
瓜
治
二
年
一
一
代
前
川
利
明
が
、
江
戸
に
於
一
勅

mmm
二
宮
々
。
叉
罪
人
作
持
男
所
=
返
給
-
加
利
郎
一

ち
是
で
あ
る
o
加
際
惟
前
も
亦
伊
際
取
慨
に
従
号
て
一
い
て
俗
付
加
野
姐
英
や

-mLた
こ
と
か
ら
起
り
、
家
一

m
o露
亦
波
昨
日
。
令
Y

給
=
殺
'H院
一
芳
弘
子
爵
橋
・
科
二

古
車
や
・
受
け
た
。
起
草
巾
尚
尖
希
仰
は
抗
さ
れ
て
金
城
一
院
亦
従
ひ
取
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
。
除
っ
て
六
代
利
一
一
車
望
依
v

萄
返
n
給
件
凶
刊
以
鼠
n
初
段
削
ぺ
』
と
見
え
一

に
来
た
o
希
民
は
初
め
貝
原
徒
軒
に
県
び
、
後
物
抱
一
紛
の
時
、
叔
父
前
川
信
成
務
政
や
陵

L
、
最
も
感
受
一
て
、
加
賀
川
仰
に
大
型
疑
に
附
せ
ら
れ
た
納
町
小
川
の
あ
一

僚
に
従
ひ
、
老
舵

nMmよ
り
小
説
料
史
に
市
.
ろ
ま
で
一
好
ん
だ
。
伝
成
の
制
大
挙
前
方
亦
一
務
教
育
の
事
や
・
一

博
識
宏
越
す
る
や
一
以
て
、
老
悶
杭
山
除
挫
の
館
持
制
宥
一
挙
っ
て
功
が
あ
っ
た
。
八
代
利
考
亦
郡
宇
・
好
み
、
泉
一

得
た
。
次
い
で
覧
延
・
詑
腕
の
際
、
保
山
安
政
の
越
~
問
洲
脅
聡

L
て
梁
荷
受
け
、
家
慌
の
文
武
を
奨
助
し
一

中
か
ら
来
ろ
あ
っ
た
。
安
良
特
に
絡
に
u
N
じ
、
終
義
た
。
こ
の
時
抑
制
附
勝
幣
・
大
野
悦
純
老
儒
の
b
n
ゃ
.
窓
一

に
在
つ
て
は
新
奇
俗
宥
wm
げ
し
め
ろ
読
や
.
な
し
、
倣
一
に
し
、
附
し
て
東
方
市
そ
の
後
脅
受
け
た
。
九
代
利
一

然
悦
儒
守
陣
脱
し
た
。
是
に
於
い
て
棋
風
伐
に
一
一
随
一
之
の
時
に
大
川
元
山
が
あ
り
、
一
山
恨
の
鴻
儒
そ
以
て
一

L
、
緩
や
・
講
ず
る
も
の
は
新
註
前
註
併
せ
て
之
や
.
間
知
ら
れ
、
宗
務
の
維
や
食
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
影
響
↑

健

L
・
穂
朱
の
鰐
製
切
要
止
ゲ
迂
越
と

L
、
仁
府
主
排
一
や
支
滞
に
典
へ
る
こ
と
も
少
〈
な
か
っ
た
。
十
代
一

斥
l
て
担
保
に
定
相
似
す
る
に
雫
っ
た
。
降
っ
て
明
和
利
純
利
考
の
滋
志
脅
綴
い
で
勅
奨
そ
怠
ら
ず
、
児
玉
一

の
宋
に
京
り
鴇
川
忠
以
が
あ
り
、
折
山
刊
の
円
引
や
明
ヘ
一
棋
・
江
守
長
附
・
竹
内
観
知
等
皆
m明
者
と
し
て
名
が
一

て

高

椋

自

ら

持

し

た

。

一

あ

っ

た

o

十

一

代

利

平

殊

に

儒

尽

脅

祭

び

、

江

戸

の

一

ハ
四
〉
訓
笠
木
製
の
再
興

l
寛
政
の
初
滞
侠
前
川
治
術
は
…
安
般
信
に
就
い
て
滋
-P
・
聴
き
、
文
年
々
有
用
の
替
を
一

新
た
に
尽
一
校
-P・
建
て
、
そ
の
教
授
-p・
命
ず
る
や
、
興
一
購
う
て
女
一
陣
に
部
へ
、
務
士
子
弟
の
閲
覧
に
任
せ
一

読
売
立
て
別
飾
-P
・
撫
す
も
の
は
之
青
山
旬
…
附
す
ろ
こ
と
一
た
。
十
一
一
代
利
義
の
時
に
計
十
り
初
め
て
滞
感
売
設
-

な
〈
、
専
ら
新
註
青
春
じ
、
税
朱
の
慰
や
.
曾
信
す
る
一
け
、
竹
内
悦
銅
や
・

L
て
命
日
一
肌
た
ら

L
め
た
。
十
一
一
一
代
一

民
事
者
の
み
を
間
按
し
た
。
故
に
荷
〈
J
h
職
や
・
沢
側
に
一
利
巴
の
時
は
滞
治
の
終
米
に
常
っ
た
が
.
東
方
版
・
町
一

奉
じ
、
教
組
を
務
袈
に
執
ら
ん
と
す
る
者
は
、
密
こ
一
遊
絡
・
平
井
元
直
な
ど
の
患
者
を
出
l
、
侯
は
時
宜
一

れ
に
合
諒
す
る
を
要
し
た
o
不
破
渡
聞
の
如
き
、
初
め
一
に
笹

4
て
能
〈
製
授
の
鍵
穫
を
改
め
た
o

-
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回轟圃，、


